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１　基本情報

まちづくり協議会名 宝塚市良元地区まちづくり協議会

地域ごとのまちづくり計画 【基本目標】

【具体的な取り組み】

道路建設課

道路管理課

防犯交通安全課

学校教育課

地域ごとのまちづくり計画対話シート

令和５年（2023年）１０月１１日

市民協働推進課

立花誠

項目 入力欄

４．安心・安全なまち

道路環境等
２１
　地域内の危険個所などについて、行政と自治会、コ
ミュニティ、学校、PTAが合同で現地確認する。

良元らしい安心安全なまちづくり
22
　地域の危険箇所等の情報をコミュニティで共有し、
提案する

取組内容の関係課



２　対話の状況

（１）実施概要

ア　日時：

イ　場所：

ウ　出席者： 以下のとおり

（２）確認できたこと

令和５年10月  6日（金）　13：30～15:00

くらんど人権文化センター　中ホール

＜まちづくり協議会＞
良元地区まちづくり協議会
　●
＜関係課＞
道路管理課
　阪上課長、石川係長
防犯交通安全課
　藤課長、池上係長
学校教育課
　前田係長

＜協働の取組推進担当次長＞
中村経営管理部長

＜市民協働推進課＞
立花

ア　まち協から、道路の安全確保に向けたまち協からの改善要望案と市の対策内容及び現状に
　ついて、令和4年10月6日実施の対話会議以降の未解消部分と追加項目について対話した
　い。
　　別添の資料は令和5年8月28日実施の通学路の安全点検の報告及び令和5年8月修正の良元
　コミュニティの改善要望案と市の対策内容と現状である。

イ　①小林金物店前変則十字路について
　・　市から、道路建設課が小林金物店付近について用地買収を行い、歩道設置等を検討して
　　いるが、権利者の同意が得られない状況である。
　　　道路管理課（以下「道管」という）から、当該道路には安全対策として交差点内のカラ
　　ー舗装や文マークの設置を行った。
　・　まち協から、良元街道は将来的に沿道建物の建替えなどでセットバックして道幅が広
　　くなるのかどうか。
　・　道管から、生活道路整備条例により、狭い道路について建物の建替えの時にセットバッ
　　ク等の協力のお願いしているが強制力はない。一定の条件が合えば、買い上げすることに
　　なる。
　・　まち協から、小林金物店付近の用地買収の件は20年以上同じ回答である。もっと積極
　　的に用地買収に努力して欲しい。良元街道が重点道路であるなら市として強制力を持って
　　整備していって欲しい。

ウ　②荒地西山線と下道、旧県道、上道の安全対策
　・　市から、計画では旧県道に信号を移し、下道の横断歩道を無くすということになってい
　　るが、通学路でもあり横断歩道もある下道は頻繁に利用されている。皆さんからは、点滅
　　信号の設置や横断歩道を残すことなどの提案や意見をいただいた。これらについては
　　道路建設課と警察の間で現在協議継続中であり、具体的な進展はない状況である。
　・　まち協から、信号の設置等については警察の判断という市からの答えだが、地元の要望
　　を市も一緒に強く言って欲しい。また、今年8月の通学路点検でも、学校側から信号機の
　　設置を要望したが、これは警察には伝わっているか。
　・　市から、通学路の点検は最近だったので今回の要望も含めて警察に伝わるように担当課
　　に言っていく。
　・　まち協から、改めて、下道は地元の住民がよく利用する大事な道であるということを
　　認識して欲しい。その上で警察にも強く要望して欲しい。地元の声が必要なら署名運動で
　　もする。



エ　④宝塚池田線の変則十字路（3308号線と137号線）
　・　まち協から、十字マークやカラー舗装など改善されたが、もともと事故多発地点なの
　　で、安全対策は不十分である。当該道路は車の抜け道になっており、かなりのスピードで
　　通過する車両が多く、渋滞も発生する。カーブミラーの設置、一方通行化、防犯カメラの
　　設置などの対策は可能か。
　・　道管から、カーブミラーについては視野角がとれるので設置基準に合わない。一方通行
　　については警察の所管になるが、周辺住民の同意など要件がある。防犯交通安全課から、
　　防犯カメラについては3年計画で防犯対策として設置してきた。現在のところ新たな設置
   　の計画はない。各自治会などで補助金を使って設置することは可能。

オ　(3)道路環境改善の追加箇所
　・　まち協から、今回追加で上げた箇所についての対応できるか。
　・　道管から、⑱⑲⑳㉑㉓は対応予定。防犯交通安全課から、㉒は対応予定。

カ　通学路安全点検報告
　・　1番良元小西門前（市道堂ノ前御所前線）
　　　まち協から、道が狭い上に溝があり、車を避けるために溝にはまることがある。
　　　道管から、柵の設置の方向で教育委員会と協議する。
　・　2番良元小の正門出てすぐ西にある交差点（市道堂ノ前御所前線）
　　　まち協から、道が狭く、車がよく出てくるのでカーブミラーの設置を要望する。
　　　道管から、既に確認し、業者に指示を出している。
　・　10番イズミヤとフローラル良元の間の横断歩道（市道226号線）
　　　まち協から、交通量が多いので、何か安全対策できないか。
　　　学校教育課から、警察の方に点滅信号の設置と横断歩道の塗り直しの要望を伝えた。
　　　まち協から、点滅信号でいいのか。車が止まって子どもたちが安全に渡れる信号だとい
　　うことを改めて警察に伝えて欲しい。（押しボタン式）
　・　9番イズミヤの出口前（市道226号線）
　　　まち協から、旗当番の対応だけでは限界があり、何か対策はできないか。
　　　道管から、ガードパイプの設置を予定。
　・　13番桜公園前の道
　　　まち協から、昨年度から通学路になったので、路側帯を描いて欲しい。カーブミラー
　　の設置申請をしている。
　　　道管から、路側帯もグリーン舗装も対応可能です。カーブミラーの設置は既に指示済
　　み。


















